
第１２６回 広島数理解析セミナー （２００８年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.126

日時 ： １２月１２日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 渡辺 達也 氏 （早稲田大学）

題目 ： Two positive solutions for an inhomogeneous scalar field equation

　

要旨 ： 本講演では次のような非線形楕円型方程式を扱う：

−∆u+ u = g(u) + f(x), x ∈ R,

ただし N ≥ 3 とする．f(x) ≡ 0 の場合，非常に広いクラスの非線形項 g に対

し非自明な解の存在が知られている．ここでは kfkL2(R) が小さいとき，非斉

次方程式の非自明解が存在することを変分法により示す．

一つ目の解は local minimizer として得られ，二つ目の解は Mountain Pass 法

を用いて得られる．そのために Monotonicity trick といわれる手法を用いて有

界な Palais-Smale 列を構成し，さらに interaction estimate によるエネルギー

評価を用いる．このとき非線形項に凸性のような仮定を課さないため，精密な

評価が必要になることが難しさとして現れる．
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